
厚生労働省委託事業令和7年度勤務問インターパル制度導入広報事業

「休息、」はイノベージョンだ

令和7年度厚生労働省委託事業

勤務間インターバル制度
導入促進シンボジウ△

^10月14日(火)13.00~15.00 視聴
^Zoomウェピナー・YOUTubeライブ無料

13:00~13:10

13:10~13:35

実はあまり知られていない?戦略的な休息と制度導入への壁の乗り越え方

~優勝請負人と専門家か語る~

小室淑恵氏工藤公康氏
(元福岡ソフトバンクホークス監督)

名古屋霊気高校(現:愛工大名電高校)卒業後、西武ライオンスに入団。現役

。ト 29年問に14度のりーグ優腸、11度の白本一に羅く。2015年福岡ソフト

パンクホークス監督就任。7年問に5度の日本シリース制覇。正力松太郎賞

5回。筑波大学大学院人問総合科学研究科体育学専攻修了。体育学修士取得。

開会・こ挨拶・趣旨説明

お申し込み方法は裏面をこ覧ください

基調講演
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13:35~14:05

フログラ△
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勤務間インターバル制度導入の狙いとブロセス・メリツト

仁野咲子氏 甲斐清文氏

息

趣

事例発表
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(アビリティーセンター株式会社)

アビリティーセンター株式会社:愛媛県に本牡を持ち、四国で人材派

遣・紹介等の事業をおこなう企業。従業員数は豹170名。2019年よ

り勤務問インターパル制度を導入している。
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14:05~14:55
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選ぱれる企業になるために~勤務問インターパル制度導入の壁の攻略法~

事務局
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パネルディスカッション
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パネリスト

(株式会社ワーク・ライフパランス代表取締役社長)

3,000社以上の企業へのコンサルティング実績を持ち、残業を減らして

業績を上げるコンサルティング手法に定評かあり、残業削減した企業では

業績と出生率か向上している。「産業熊争力会議」民閤議員など複數の公務

を歴任。著者は「働き方改革生産性とモチベーションが上かる事例20牡』

(毎日新聞出版,2018年)等多数。2児の母。

(高崎経済大学経済学部教授)

大学卒業後大手人材サービス会社に入社。営業を數年担当した後に派遣

転職市場に関するデータ分析業務に従事。その問、社会人大学院にて労働

経済学を学んだことで研究に興味を持ち研究業界に転身。2014年に博士号

を取得、労動政策研究・研修機橋の研究局を経て、現職。

゛^

仁里予咲子氏(アビリテーーセンター株式会社)

厚生労働省

14:55~15:00

"厚璽努衝省

閉会挨拶・アンケートの回答案内

(山蜻株式会社)

山崎株式会社:宮崎県に本社を持ち、包装資材や衛生用品などを扱う

卸売企業。従業員数は約150名。2023年より勤務間インターパル制

度を導入している。

・パネリスト

,号1・il、'ーゞ驫枇、薪艇船臆、、
、一部上場企業で人事・総務業務に従事後2005年聞業。以篠一貫して企業の

パネリスト

甲斐清文氏仙崎株式会社)

人事労務管理支援に携わっている。2019年4月より厚生労働省委託事業

「勤務問インターパル制度導入促進のための広報事業」検討委員会で委員

を務めている。
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勤務間インターバル制度導入かもたらすメリツト

勤務問インターパル制度とは、終業時刻から次の始業時刻の問に

一定時問以上の休息時間(インターパル時問)を設けることで、従業員の生活時問や睡眠時問を確保しようとするものです

勤務問インターバル制度を導入することによって、事業主・従業員双方に以下のようなメリットか期待されます

従業員の健康の維持

向上につながります。

メリット1

インターパル時問が短くなるにつ

れてストレス反応が高くなるほか

起床時疲労感か残ることか研究結

果から朋らかになっています。十

分なインターパル時問の確保が

従業員の健康の維持・向上につな

ガ、ります

従業員の定着や

確保が期待できます。

メリット2

労働力人口が減少するなか人材の確

保・定着は、重要な経営課題になって

います。十分なインターパル時問の

確保により、ワーク・ライフ・パランス

の充実を図ることは、職場環境の改

善等の魅力ある職場づくりの実現に

つなかり、人材の確保・定着、さらに

は、離職者の減少も期待されます

発表内容に共感を覚えました。社

長の危機意識と熱意、社員満足度

向上への努力か社員の意識改革に

つなかることがよくわかりました

メリット3

生産性の向上に

つなかります。

特定の人に任せることで生産性や品質か向上するため、属人化

か進むことがあります。社員一人ひとりか睡眠の重要性を理解

し、業務の複線化・標準化を推進するために、どのように全体の意

識を変えていくかか課題です。本日のシンポジウムの内容を参考

にし、引き続きこの点について検討していきたいと思います

制度導入企業の声

十分なインターパル時問の確保は

仕事に集中する時間とプライベー

トに集中する時問のメリハリをつ

けることかできるようになります

このため、仕事への集中度か高ま

り、製品・サービスの品質水準ガ、向

上するのみならす、生産性の向上に

も期待できます

ただ制度を導入するだけでなく、と

のような考え方をすると円滑に進め

ることかできるのか、制度以外の部

分の意見か大変珍考になりました

勤務問インターバル制度についてもっと知る 1厚生労働省「働き方・休み方改善ボータルサイト」

シンボジウムの
お申し込みはこちら

本シンボジウムに関する

お問合せ窓口

同様のシンポジウムかあれぱ、人

事部関係者を巻き込み、社内で調

整を行って参加したいと考えてい

ます。このような機会を今後も設け

ていただけると幸いてす

今までの流れを変えるのは本当に大変で不安だと思い

ます。皆で話し合ってーつーつ不安を解決し、安心に変えて

いくことは良い事だと思います。不安を安心1こ変えるて

すね。色々なお話を聞けてとても参考になりました
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h廿PS://interval-symposium.jp/
回2025年10月14日(火)12:00までにお申込みください。

〒105-0011 東京都港区芝公園3-1-22日本能率協会ビル5階株式会社日本能率協会総合研究所

勤務問インターパル制度導入促進のための広報事業事務局

担当:河合・川村

MAIL:interval@jmar.CO.jp TEL:0120-876-300(平日 10:00~17:00 ワリーダイヤル)
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